
出雲高校で利用できる奨学金制度について ２０２５／10　現在

大学等に進学後受けることができる予約奨学金（３年生、補習科生対象）
グレーになっているものは既に終了しています。

出雲高校　総務部　奨学金担当

ＮＯ 名称 申込時期（例年） 校内締切 金　　額 返　還 応募可能人数〈募集人数〉 ３年生 補習科生 併用 備　　　　考

1 あしなが育英会　大学奨学生 6月20日消印有効
個人申請
推薦書記載のみ

40,000円（貸与）または50,000円（貸与）/月 貸与は無利子 500名（全国） 〇 〇 可
病気遺児・災害遺児・自死遺児　保護者が後遺障害（1～5級）

＊個人申請による

2
あしなが育英会
専修・各種学校奨学生

6月20日消印有効
個人申請
推薦書記載のみ

40,000円/月 貸与は無利子 100人程度 ○ 〇 可
病気遺児・災害遺児・自死遺児　保護者が後遺障害（1～5級）

＊個人申請による

3 Ｚ会奨学金（給付奨学金）
4月1日（火）～

　　　5月31日（土）

オンライン申請

120,000円/月 返還なし 全国3名 〇 × 可
・Ｚ会指定の大学（１５大学）への進学希望者

・経済的援助が必要かつ学業・人物ともに優秀＊個人申請による

4
日本教育公務員弘済会
大学給付奨学生（予約型）

５月１日～

　６月２０日　必着
6月7日

給付金額一人当たり月額3万円

入学1年目～4年目まで4年間給付

各学校1名までの推薦
返還なし

１名（校内選考）

4人（県内で）
◯ ✕ 可

補習科✕

学業成績が優秀なもの

5 電通育英会　大学生奨学生
5月7日～6月30日（必着）

郵送かオンライン申請
6月16日（月）

高校3年内定時受験等助成金：10万円

入学一時金：30万円

4年間：80,000円/月
返還なし

1名※校内選考

両親がいない生徒について１

名追加推薦可

〇 ×
一部

可

・学業・人物ともに優秀で、大学進学に際して、学資の支弁が困難と認められる生徒

・財団指定の大学（学部）への入学希望者

・民間団体の奨学金との併用は不可。（一定の要件を満たす場合は可）

6

日本学生支援機構
【貸与型】
※申し込み終了（高校在学中）
進学先で申込もできます

5月下旬～7月下旬

第3回申し込み
～7月31日まで
※該当者のみ
　 提出書類あり

国公立大学・短大

・自宅通学 20,000円～45,000円/月

・自宅外通学20,000円～51,000円/月

私立大学

・自宅通学 20,000円～54,000円/月

・自宅外通学 20,000円～64,000円/月

私立短大・専修学校

・自宅通学 20,000円～53,000円/月

・自宅外通学 20,000円～60,000円/月

上記以外の金額を選択することもできる。

有利子は別途。

無利子貸与

【一種】

有利子貸与

【二種】

〇 〇 可

・第一種奨学金、第二種奨学金の併願可

・4月24日に生徒対象の説明会を開催しました（資料配布）
（配布した資料はHPに載っています）
　　　入学一時金以外は大学進学後の変更手続き可

7

日本学生支援機構
【給付型】
※申し込み終了（高校在学中）
進学先で申込もできます

5月下旬～7月下旬

第3回申し込み
～7月3１日まで
※該当者のみ
　 提出書類あり

大学・短期大学・専修学校

　国公立　　　・自宅通学7,300～29,200円/月

　　　　　　　   ・自宅外通学16,700～66,700円/月

   私立　　  　・自宅通学9,600～38,300円/月

　　　          　・自宅外通学19,000～75,800円/月

返還なし 〇 〇 可

・世帯の所得金額に基づく区分に応じて、支給額は異なります。

・対象世帯：住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯

･授業料､入学金のサポートもあります。

・新たに第Ⅳ区分支援があります。詳細は、説明資料を確認すること

８
公益財団法人那須記念財団奨学金 8月1日～8月31日必着

学校で応募書類の作成
を手伝う（校内締切8月
20日）
⇒個人で応募

助成金額：年額90万円（月額75,000円）

助成期間：大学・短期大学・専門学校入学時から正規の最短就

業年限まで(最長6年間）
返還無し 学校ごとの応募定員枠なし ○ ○ 貸与型 可

大学・短期大学・専門学校に進学する以下の方

Ａ．児童養護施設等・里親家庭・ひとり親及び両親のいない家庭に暮らす生徒

Ｂ．障害のある生徒

・対象者の区分Ａ・Ｂに応じた応募資格があります。

・詳細は財団ホームページより「2023年度奨学金募集要項」を確認の上生徒本人からの直接応募

９
松尾育英会奨学生 9月16日必着

個人申請
第一次候補者決定の人
に対して推薦調書作成

①入学金・授業料・通学費全額

②男子学生寮費全額

③食費（三食）全額

④医療費（規定による）の無償給付

返還なし 〈全国１０名以内〉 〇 〇

併願　可

併給　不

可

・松尾育英会学生寮（東京都板橋区加賀）から通学可能な大学に進学を希望する男子

・「育英会願書」「家計収入証明書」「固定資産証明書」「健康診断書」の書類による一次選考後、

学校からの推薦調書・「小論文」審査、面談・家庭訪問を踏まえて内定者決定。最終面接を歴て志望

大学合格後に正式採用

・３月下旬に財団学生寮に入寮

10 ビヨンドトゥモロージャパン未来スカ
ラーシップ・プログラム2026奨学金

令和7年7月21日（月）～

10月5日（日）

個人
ＷＥＢ申請と郵送申請
学校は推薦状作成のみ

５０万円／年（返済不要、給付型）

＊人材育成プログラムへの参加が条件　国内外のプログラム有

＊支給は１年間のみ
返還無し 学校ごとの応募定員枠なし 〇 〇 可

・2026年3月までに高校を卒業予定であること。

・2026年4月～2026年3月に新たに大学・短大・専修学校へ進学予定であること。

・以下の一つ以上に該当すること。

　〇親が死亡している。　〇ひとり親家庭である。（母子家庭、父子家庭）

　〇児童養護施設をはじめとした社会養護を必要とする施設に暮らしている。

　〇里親家庭に暮らしている。　　〇生活保護受給世帯に暮らしている。

・年間を通じて開催されるプログラムに参加する意志があり、プログラム参加に際し健康上の支障が

ないこと。

・2026年3月に開催するオリエンテーション・プログラムへの参加を確約できること。

・オンラインプログラムに参加するための安定したインターネット環境を自身の責任で準備できること。

11
島根県育英会
奨学生、就学生

令和7年9月1日（月）～

10月31日（金）消印有効

学校応募
10月10日（金）

奨学生（大学在学中に毎月、無利子で貸与）

月額３万～７万円で、１万円単位の自己選択制（無利子）

就学生（大学等の入学時に必要な一時金を有利子で貸与）

３０万～１００万のうち１０万円単位での自己選択制（有利子）

入学前貸与可

返還必要
島根県内

奨学生　45名程度

就学生　30名程度

〇 〇
貸与型不

可

★詳細は８／２0（水）始業式の日に配布する黄色いリーフレットを参照のこと

・【中筋給付特待生】学業成績が特に優秀で、経済的に著しく修学が困難であると判定された男女

各1名採用（貸与金額の内3万円が給付金に切り替わり残額の貸与金のみを卒業後返還する）

12 島根県育英会
ｍａｒｕｋｏ給付特待生

令和7年9月1日（月）～

10月31日（金）消印有効

学校応募
10月10日（金） 月額　５万円／月 返還なし

１名

※複数名応募の場合、校内選

考あり

〇 〇 可

★詳細は８／２0（水）始業式の日に配布する黄色いリーフレットを参照のこと

・島根県出身者であること

（本人の住所が通算５年以上島根県内にある場合、父母又はこれに準ずる方の住所が島根県内に

ある場合）

・令和７年４月に大学へ入学すること

・高い志をもって大学で勉学に励む学業成績優秀な学生

13 202６年度
ライト工業みらい奨学基金

8月20日～10月23日（郵送

必着）
10月３日（金）

月７万円（年額84万円）
（4年間合計336万円）

返還なし

校内１名

※複数名応募の場合、校内選

考あり

（全国　７名程度）

〇 ×
種類に

よる

・評定平均3.5以上かつ、在学校の推薦を受けた生徒。
・財団が指定する大学の理工系学部に現役で合格すること。

14 出雲市奨学生
10月1日～10月31日消印

有効

個人申請
学校は成績証明書のみ

５０，０００円/月 無利子貸与 １０人予定（出雲市） 〇 × 種類による

本人または保護者が出雲市に３年以上居住



15 出雲市高野令一育英奨学生
10月1日～10月31日消印

有効

個人申請
学校は成績証明書のみ

６０，０００円/月 無利子貸与 2人予定（出雲市） 〇 × 種類による

16
東京海上日動あんしん生命奨
学金

～１０月３１日（金）消印有効

個人申請
学校は在学証明書、
卒業証明書の発行
のみ

３００，０００円/年（在学中） 返還なし 全国60名 〇 〇 可

疾病により保護者を失った遺児

申請時における保護者の前年度の年間世帯収入金額が550万円を超えない

17

医学部を目指す高校生対象
教育資金貸付制度―重田教育
財団

～10月31日（金）必着 個人申請

高3・浪人中：250万

国公立医学部：初年度185万＋生活費相当額

　　　　　　　　　　　　　次年度以降85万円＋生活費相当額

私立医学部：初年度810万円＋生活費相当額

　　　　　　　　　　　　　次年度以降510万円＋生活費相当額

無利子貸与 全国5名 〇 〇 可

医師を志す日本人学生が学業に専念できるように学費及び生活費相当額を貸与する奨学金であり、

生活困窮によりお金がないからと医学部医学科進学を諦めざるを得ない者、銀行から教育資金の融

資を得られない者でも経済状況によらず意欲と能力がある者が医学生そして医師となるための支援

を目的とするものです。

18
マルヂ報恩会
マルヂ奨学生

～12月27日（土）消印有効 12月12日（金） ５０，０００円/月 返還なし 山陰両県１５名 〇 〇 可

・国立大（４年制、６年制）全校、指定私立（慶応・早稲田・上智・国際基督教・青山
学院・立教・東京理科・明治・中央・法政・関西・関西学院・同志社・立命館）１４大学
への入学者
・評定平均３．５以上
・小論文（1200字以内）あり

19 出雲大社育英奨学金 2026年１月２3日（金）必着
令和７年１月9日（金） ２４万円／年 返還無し 校内５名以内 ○ × 可 ・出雲大社の氏子（出雲市大社町在住の人）に限る。

20
公益財団法人キーエンス財団奨学
生

2026年2月2日（月）～4月

3日（金） 個人WEB申請
給付月額：１０万円／月（年額１２０万円）

対象期間：２０２６年４月～２０３０年３月（最短修業年限）
返還無し

学校ごとの応募定員枠なし

600名程度（全国）
〇 〇

貸与型可

給付型不

可

・2026年4月に日本の大学に入学する人（＊４年制の学部・学科生に限る。ただし、通信教育課程及

び夜間学部生、並びに留学生を除く）

・2026年4月１日現在、20歳以下である人。

・個人による申請

21 交通遺児育英会 ～R8.1．３１（土） 個人申請
奨学金　月額2万円～6万円

入学一時金　20万円～80万円
無利子貸与 〇 〇 可

保護者等が自動車やバイクの事故など、道路における交通事故で死亡したり、重い
後遺障害のために働けず、経済的に修学が困難な生徒・学生であること　など

22
NEW 浜田市奨学金（貸与型） R8年1月26日（月）～3月31日

（火）
令和8年2月27日（金） 月3万円 無利子貸与 20名程度 ○ × 可

保護者が浜田市に住所を有しているなど

23
NEW

浜田市山藤功奨学金
（給付型）

R8年1月26日（月）～3月31日

（火）
令和8年2月27日（金） 月3万円 返還無し 2名 ○ × 可

保護者が浜田市に住所を有しているなど

似鳥国際奨学財団
予約奨学金

R8年1月募集開始予定

個人申請
ＨＰからエントリー
学校推薦不要

５０，０００円/月 返還なし 全国最大２２０名 ○ ×

給付型と

は

不可

・学力優秀、志操堅実の両方を兼ね備えた評定平均３．５以上で理工系、情報系志望の生徒

・期限内のレポート提出必要

・交流会に参加必要

・アルバイトの従事

あすのば入学・新生活応援給
付金2025年度

R8年1月募集開始予定

個人申請
オンライン申し込み
*郵送ＦＡＸは12/9〆切

５０，０００円　　決定者には3/21までに順次送金

★一時的な給付金で奨学金ではありません。
返還なし 全国525人募集（変動あり） 〇 ×

種類によ

る

・現在住民税の所得割が非課税世帯の子ども

・生活保護を受けている世帯の子ども

・今年に入って家計急変など住民税非課税相当となった世帯の子ども

住居

1
大阪学生会館入寮生（2期） 二期　12月1日～令和8年３月３１日

学校応募
二期　令和７年１２月２４日

（水）

月額費用　56,000円（朝夕食付き）あわせて自室の電気料金

ほか

　※入寮時に別途、入寮費12万円または15万円

（進学先の最短修業年限による）

10名程度 ○ ○ 可

関西の大学・短期大学。大学院・高等専門学校（4年生以上）・専修学校（専門課程のみ）に進学予

定又は在学の島根県出身者。

（大学等の通信制及び夜間部は除く）

その他

本人または保護者が出雲市に３年以上居住

≪ 参考 ≫昨年度　募集案内をしていたもの



1
坪内朋和学園　奨学金
保育教諭（幼稚園教諭、保育士）を
目指す人が対象

１２月１日～１月３１日

個人で申請

（申請書類の準備は手伝い

ます）
８０万円

条件を満たした

場合返済免除
２名 ○ ○ 可

保育教諭（幼稚園教諭、保育士）の資格取得後、坪内朋和学園立の認定こども園に３年以上勤務し

た場合奨学金の返済は免除される

２
滝川グループ奨学金財団
「理美容師を目指す学生向け奨学
金（給付型）」

８月１日～１０月３１日

個人で申請

（申請書類の準備は手伝い

ます）
年５０万円（総額１００万円） 返還なし １２名 ○ ○ 可 理容師・美容師養成施設として指定された理容・美容専門学校で学ぼうとする者


